
研修内容 研修会名

児童生徒の実態に応じて、各教科等の専
門的知識を生かし、指導計画を立ててい
る。

児童生徒の実態を理解し、各教科の専門的知識
を踏まえた授業計画について学ぶ。

・３０００番台中堅研（教科指導等に関わる研修、地域の教育事情＜
義務＞、異校種授業参観＜県立＞）
・２０００番台五年研（学習指導研修会）
・２０１～２９３教科等研修(各教科ごとに分かれています)
・学力調査を踏まえた授業改善のための説明会

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の
一体的な充実に向けた授業を実践してい
る。

実際の授業が「個別最適な学び」と「協働的な学
び」となっていることを点検し、指導方法の改
善について学ぶ。

・３０００番台中堅研（教科指導等に関わる研修、地域の教育事情＜
義務＞、異校種授業参観＜県立＞）
・２０００番台五年研（学習指導研修会）
・２０１～２９３教科等研修(各教科ごとに分かれています)
・学力調査を踏まえた授業改善のための説明会

適切な評価を行うとともに、学習者中心
の授業に向けた改善に取り組んでいる。

学習評価の役割と意義を理解し、指導方法の改
善と指導と評価の一体化について学ぶ。

・３０００番台中堅研（教科指導等に関わる研修、地域の教育事情＜
義務＞、異校種授業参観＜県立＞）
・２０００番台五年研（学習指導研修会）
・２０１～２９３教科等研修
・学力調査を踏まえた授業改善のための説明会

集団の課題に対し、同僚と協働し解決を
図り、児童生徒の可能性を引き出す集団
づくりを行っている。

学級経営の役割と意義を理解し、個の集まりと
して学級を指導し、協働するためのコミュニ
ケーション技術を学ぶ。

・３０００番台中堅研（学級経営に必要なコミュニケーション技術）
・２０００番台五年研（教育課題研修会）
・３０１子供の対人関係力を育む研修会
・３０２個と集団の力を育む研修会　・３０３学級・集団づくり研修会
・３０４学級・授業づくり研修会　・３０５ストレスマネジメント研修会

同僚と協働し、観察や情報収集を通じて
児童生徒の理解を深め、課題解決に向け
取り組んでいる。

児童生徒に関する今日的課題を理解し、意欲や
自己肯定感を高めるためのカウンセリング技法
等について学ぶ。

・３０００番台中堅研（学級経営に必要なコミュニケーション技術）
・２０００番台五年研（教育課題研修会）　・３１４命の教育研修会
・３１２コミュニケーション基礎研修会　・３１５不登校対応研修会
・３１６不登校予防研修会　・３１７子供の依存を考える研修会
・３１８子供の感情コントロールを考える研修会

道徳性の高まりや変容を適切に見取り、
同僚と共有し、指導に生かしている。

学校教育全体と道徳教育の関連を理解し、道徳
性とその涵養のための実践的な指導方法につ
いて学ぶ。

・３０００番台中堅研（道徳性とその涵養方法)
・２０００番台五年研（教育課題研修会）
・３２１・３２３道徳教育推進教師研修会
・３２２・３２４道徳教育スキルアップ研修会

多様性を受容し、豊かな人間関係を築く
ための人権教育を同僚と協働し推進して
いる。

人権を取り巻く様々な課題についての知識や
配慮が必要な児童生徒への組織的な支援の在
り方について学ぶ。

・３０００番台中堅研(現代の教育課題）
・２０００番台五年研（教育課題研修会）
・３３１・３３２人権教育研修Ⅰ　Ⅱ

特別支援教育の専門性を高め、同僚と協
働し効果的な指導を行っている。

特別支援教育の現状と課題を理解し、児童生徒
の実態のとらえ方や障害特性に応じた適切な
指導法、関係諸機関との連携・協働について学
ぶ。

・３０００番台中堅研（教育現場におけるﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ･ﾃﾞｻﾞｲﾝの利用）
・２０００番台五年研（教育課題研修会）
・３４１～３４５特支・指導力向上研修会Ⅰ～Ⅴ
・３４６・３４７特支・基礎研修会Ⅰ Ⅱ
・３４８・３４９特支・専門研修会Ⅰ Ⅱ

いじめ等問題行動の未然防止や解決に
向けた対処法を身に付け、協働して対応
している。

いじめ防止対策推進法、いじめ防止基本方針を
理解し、いじめ問題への組織的な対応方法につ
いて学ぶ。

・３０００番台中堅研（学級経営に必要なコミュニケーション技術）
・２０００番台五年研（教育課題研修会）
・３５１いじめに関する研修会

児童生徒が自分らしい生き方を実現する
ための力を、同僚と協働し育成している。

キャリア教育の果たす意義について理解し、よ
りよいキャリア教育の企画・指導方法について
学ぶ。

・３０００番台中堅研（現代の教育改題）
・２０００番台五年研（教育課題研修会）
・３６１キャリア教育研修会

自校の教育目標達成に向け、カリキュラ
ム・マネジメントに基づいた教育課程の
編成・実施に参画している。

自校の教育目標を達成するために、カリキュラ
ム・マネジメントの意義と活用方法について学
ぶ。

・３０００番台中堅研（カリキュラム・マネジメント）
・４０２カリキュラム・マネジメント研修会

ミドルリーダーとして同僚と協働し、積極
的に学校運営に参画している。
関係機関と連携・協働し、課題解決に向
け取り組んでいる。

学級や学校の抱える課題解決のために、地域や
関係諸機関との連携・協働の在り方について学
ぶ。

・３０００番台中堅研（中堅教諭としての連携・協働）
・４１２チーム学校　持続可能な支援を考える研修会（危機対応の具
体例と他機関連携）
・しなやかな心の育成シンポジウム
・給食主任研修

学校安全計画や危機管理マニュアル等に
基づいた取組を推進し、その改善に努め
ている。

学校の危機管理に関する事項や危機管理体制
を理解し、具体的な改善への取組について学
ぶ。

・３０００番台中堅研（危機管理）
・２０００番台五年研（教育課題研修会）
・４２１学校安全・危機管理研修会
・防災教室講習会

働き方改革に積極的に取り組み、ミドル
リーダーとして学校運営の持続的な改善
を支えている。

国や県の施策について理解し、学校の中核とし
て働き方改革を推進するための取組について
学ぶ。

・３０００番台中堅研（中堅教諭としての連携・協働）

児童生徒の個々の状況や背景を分析し、
スクールカウンセラー等と連携・協働し、
適切な支援をしている。

特別な配慮や支援を必要とする児童生徒の現
状と課題を把握し、特別な配慮や支援を必要と
する児童生徒に関する指導法、関係諸機関との
連携・協働のあり方について学ぶ。

・３０００番台中堅研（多様な教育ニーズへの対応）
・５０２特別な配慮や支援を必要とする児童生徒への対応を考える
研修会

ICTや情報・教育データを適切に利活用
し、校務の効率化及び児童生徒の学習等
の改善を図っている。

ICTや情報・教育データの利活用について理解
し、校務の効率化及び児童生徒の学習等を改善
する方法について学ぶ。

・３０００番台中堅研（現代の教育課題）
・２０００番台五年研（教育課題研修会）
・６０８～６１０ICT活用指導力推進研修会Ⅰ～Ⅲ
・６２１情報セキュリティ・ネットトラブル対応研修会
・６２２学校における教育活動と著作権研修会

ミドルリーダーとして、積極的に研修に参
加し、その成果を同僚と共有して、自校の
教育活動全体に生かしている。

校内や校外の研究の成果を同僚と共有し、日々
の指導に生かす方法について学ぶ

・３０００番台中堅研（学び続けることの意義）
・２０００番台五年研（資質向上研修会）
・７０１新研究主任研修会
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